と忽、 家蔵 も 消えて なくなり、 長者の 後に 立って 居た 

屛風 は、 岩に なって 残った。 此は 男の子ら しい。 

平 戸に は、 女の が あたろ の 話 をして ゐる。 ある 分限者 

の 家に 仕へ た 女、 毎日 来て は、 毎晚 帰る。 何処から 来 

るか、 家処を あかさない。 ある 時、 後 を 尾け て 行く と 

海の 波が 二つに 開けた。 通 ひ 女 は どん/ \、 其 中へ 這 

入って 見え なくなった。 女 は 其 を 悟った かして、 其 後 

ふ つ っリ 出て 来 なくなつ たと 言 ふ。 
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此 二つの 話で 見る と、 毎日 海から 出て 来る 事、 家の 富 

みに 関係 ある 事、 ある 家主に 使 はれる 事、 主の 失策 を 

怨んで 来なくなる こと、 女 姿の、 子どもで な いのも あ 



かう した 物語 を 伴 はぬ、 信仰 その ま、 の 形 は、 日本 国 

中に 残って ゐる。 「若 狭 井」 型の 他界 観で ある。 二月 

堂の 「水と リ」 は、 若 狭の 池の 水 を 呼び出す の だと 言 

ふ。 誠 訪の湖 • 琵琶湖. 霧 島山の 大汝の 池な ど、 懸け 

離れた 遠方の 井 や 湧き水に 通じて ゐ ると 言 ふ。 不思議 

なの は 又 龍宫へ 通うて ゐ ると 言 ふ、 井戸 • 清水の 多い 

事で ある。 規模の 大きな の は、 龍宫 は、 瀬 田の 唐 橋の 

下から 行けるな ど 言 ふ。 だが、 龍宮に 通ず る 水が、 な 

ぜ 塩水で ない のか、 説いた もの はない。 一年の 中 ある 

時の 外、 使はなかった 神秘の 水の あった 事 を、 別の 機 

まみ づ 

会に 書きたい と 思うて ゐる。 神聖な 淡水が、 海から 地 



下 を 抜けて、 信仰 行事の 日の 為に、 湧き出る の だと 思 

うて ゐ たらしい ので ある。 海から なぜ 塩気の ない 水が 

来る か、 此 問題 は、 茲には 説いて 居られぬ 程、 長い 説 

明が いる。 神聖な 地域の 湖. 池に 通じる とする 信仰 も、 

実は、 此 海から 来る 地下水の 考 への 変形で ある。 

此 話に は、 河童と は 言うて 居ぬ。 が、 井 • 泉から、 海 

に 行き来し たもの、 ある こと は 知れる。 河童が、 とん 

でもない 山野 • 都邑の 清水 や 井戸から、 顔 や 姿 を 表し 

た 話 は、 どなた も、 一 つや 二つ 聞いた 気がせられる は 

ず だと 信じる。 

男で あれ 女で あれ、 人の 姿 を 仮り て、 人間と 通婚 する 



馬の足が た ^ けの 溜り 水が あれば、 河童が 住んで ゐる 

と 言 ふ 分布の 広い 諺 も、 地下水の 信仰から、 水の 精霊 

は、 何処へ でも 通 ふ ものと 考 へたので ある。 厠の 下 か 

ら手を 出して、 い たづら をした もの は、 大抵、 狸に な 

つて 了うて ゐ るが、 猿 や 猫と する 例も少 くない。 だが 

厠の 様式に も、 歴史が あった。 其 変化に 伴うて、 適当 

な 動物が、 入り 替 つて 来た。 だが、 考へ ると、 やはり 

水溜りだった ので、 河童の 通 ひ路は 通って ゐ たので あ 

る。 毛 だらけの 手が 出て、 臀 ベた を 撫でた > け では、 

よく 考へ ると、 何の 為にした のか 知れない。 示威運動 

と 見る のが、 普通で あらう が、 人 を 嫌 ふ 廃屋の 妖怪に 
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河童が、 なぜ 人に 駆 役せられ る 様になつ たか。 此に は、 

日本 国中 大抵、 其 悪行の 結果 だとして ゐる。 人畜 を 水 

に曳 きこんだ、 又、 ひきこまう としたの が、 捉 まった 

為と する ので ある。 

ェキ 

最初に 結論から 言 はう。 呪術 者に 役せられ る 精霊 は、 

エキシ ャ 

常に 隙を視 うて ゐる。 遂に 役者の 油断 を 見て、 自由な 

野 • 山 • 川. 海に 還る ので ある。 河童の 贄を 持って来 

なくなつ たの も、 長者の 富み を 亡くした の も、 皆此考 

へに 基いて 居る。 

エキシ ャ ジュゴン 

役者 は、 役 霊 を 駆使して、 呪 禁- 医療の 不思議 を 示し 

た。 ある 家の 主に 伝 はる 秘法に、 河童から 教 へられた 



氷 年中 後 國肥ほ - テ所 a 水 戊^ * 手足に ふる、 時 

，は 其な まく さき # たと ふろに 物な し 頃 の 服 g の. g くに 

有 b^B; の やうに 皿の □ ひす ひ うらに ふり 底の^ サ 一 

寸位 とな h-^Tiaf の^のこ i し * お 上下 皆と か ぬな り 

背^の 甲の 色 ^サ も！ a に m し as も & の はの 如く 也 

にからになる 立 筋 有 m め K に 似た. を强 くと &候得 

は m きな h- か^し 手足 tjfc- 縮め 候 得と も • の 如く * の 

內に入 申 候 手足の 節 々人 に^りて 5 らか へしに も 又 抑 

にも i かる もめな. 5 尻 の や 5 に 一 寸 ral 五分 ほと とか 




其 後、 南方 熊 楠 翁 は、 紀州日 高で、 河童 を かしゃん ぼ 

と 言 ふ 理由 を、 火 車の 聯想 だ、 と 決定 せられた。 思 ふ 

に、 生 人. 死人 をと り 喰 はう とする 者 を、 すべてく わ 

しゃと 称へ た 事が あったら しい。 火 車の 姿 を、 猫の 様 

に 描いた 本 も ある 訣 である。 人 を 殺し、 墓 を 掘り起す 

狼の 如き も、 火 車 一類と して、 猫 化け 同様の 話 を 伝へ 

てゐ る。 老女に 化けて、 留守 を 家に 籠る 子ども をお び 

き 出して 喰 ふ 話 は、 日本に も ある。 又、 今昔 物語 以来、 

幾 変形 を 経た 弥三郎 とい ふ 獵師の 母が、 狼の 心に なつ 

て、 息子 を 出先の 山で 待ち伏せて 喰 はう として、 却て 

切られた 越後の 話な どが 其で ある。 さう 言 ふ 人 喰 ひの 



妖怪の 災ひを 除く 必要 は、 特に、 葬式. 墓 掘りの 際に 

あった。 坊さんの 知識から、 火 車なる 語の 出た 順序 は 

考 へられる。 江戸 中期までの 色町に 行 はれた くわし や 

なる 語 は、 用法が いろく ある。 よび 茶屋の 女房 を 言 

ふ 事 も あり、 おき 屋の 廻し の 女 を 斥しても 居る。 くわ 

しゃ を 遣り手と も 言うて ゐ るが、 後に はくわし やより 

も、 やりてが 行 はれた。 さう して、 中年 女 を 聯想した 

くわ しゃも、 やりてと 替 ると、 婆と 合点す る 程に なつ 

た。 くわし やの 字 は、 花 車 を 宛て ゝゐ るが、 実は 火 車 

であらう。 人を捉 へて、 引き こむ 様からの 名で あらう- 

おき 屋 から 出て、 よび 屋を 構へ たの を も、 やはりく わ 
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手の 抜ける 水妖 は、 あいぬ の 間に もあった。 みん つち 



になった。 だから、 海. 川. 山に 行き 亘 つて、 馬の足 

形 ほどの 水が あれば、 其処に が あたろ が 居る。 若し 人 

の 方の 力が 強ければ、 相撲と りながら、 其 手 を 引き抜 

く 事 も 出来る。 藁人形の 変化 だからと 言 ふので ある。 

両手が 一時に 抜けた と は 言 はぬ が、 あいぬ のみん つち 

に 似 過ぎる 程 似て ゐる。 夏祓 へに、 人間の 邪悪 を 負 は 

ヒ トガタ シャゥ 

せて 流した 人形が、 水 界に生 を 受けて 居る との 考へ 

である。 中に も、 田の 祓 へに は、 草 人形 を 送って、 海- 

川へ 流す。 夏の 祓へ 祭りと、 河童と 草 人形との 間に、 

通じる もの、 あるの は、 尤 である。 而も、 河童に 関係 

浅から ぬ 相撲に、 骨 を 脱して 負ける 者の 多い 処 から、 



古代の 相撲 は、 腕 を 挫き、 肋骨 〔# 「肋骨」 は 底本で は 

「助 骨 匕 や 腰骨 を蹶 折る、 と 言った 方法 さへ あった 様 

である。 中古 以後、 秋の 相撲 節に、 左方の 力士 は 葵花、 

右方 は 瓠花を 頭へ 挿して 出た。 瓠は 水に 縁 ある 物 だ 

から、 水の 神 所属の 標 らしく、 さう して 見る と、 葵 は 

其に 対立す る 神の 一 類 を 示す もので あらう。 必 しも 加 

茂と も考 へられぬ が、 威力 ある 神な ので あらう。 瓠花 

も、 瓢も、 他の 瓜で 代用が 出来た。 

だが、 なぜ 後世 渡来の 胡瓜 をば、 水の 精霊の 好む もの 

と考 へたの だら う。 恰好 は、 稍瓠の 小形な ものに 似て、 

横に 割った 截り 口が、 丸紋 らしい 形を顕 して ゐる。 祇 



園 守りの 紋所 だと 言 ふ 地方が 広い。 瓜の 中に 神紋 らし 

いもの、 現れて 居り、 ひねる とな かごが 脱け て 了 ふ。 

「祇園祭り 過ぎて 胡瓜 を 喰 ふな。 中に 蛇が ゐる」 との 

言 ひ 習し も、 いまだに、 各地に 残って ゐる。 祇園 は異 

風 を 好んだ 神で ある。 此 神の 為に はかう した 新 渡の 瓜 

を択ぶ 風が 起った 為と も考 へられる。 瓜に 顔 を 書いて 

流す 風 もあった。 胡瓜に 目鼻 を 書く と、 いぼ/^ の 出 

た 恐し い 顔になる。 この 怖い顔した 異国の 瓜 を、 他界 

から 邪悪 を携 へて 来た 神の 形代と して 流し 送る。 かう 

した 考 へから、 夏祓 への 川 祭りに、 胡瓜が 交渉 を 持つ 

様になつ たので あらう。 其が 次第に、 水の 神への 供養 



と 言 ふ 様に、 思 はれて 行った ので はない か。 其で、 河 

童の 好物 を 胡瓜と する 考 へが、 導かれて 来たと 思 はれ 

る。 

全身- ISf? ヌ リ 



三 河童の 馬曳き 

馬 も 牛 も、 人と 同じ 屋根の 下に 起き 臥し、 てゐ た。 田 

舎で は、 今 も 牛 部屋、 厩 を 分けないで 居る のが 多い。 

かう した 人間の 感情 を 稍 理解す る 畜類に 対して は、 や 

はり 一種の 祓 への 必要 を 感じ 出した ので ある。 二月 頃 

に、 多く は 午の 日 だが、 縁日の 日 どり に 従うて、 外の 

日に する 事 も ある。 牛馬 を曳 いて、 山詣リ をす る。 此 

は 御 事 始めの 日から 初 まる 田の 行事の 為に、 田に 使 ふ 

畜类に dMf リ をさせる 風の 変化した ものである。 牛 

の 方に まづ行 はれた 事が、 馬に も 及んだら しい。 後に 



は 馬の 用途が 広まって、 馬の 山 詣リが 殖えて 来、 午の 

日 を、 春祭りの 縁日と する 社寺 を択ぶ 様に もな つた。 

田植 ゑが 過ぎる と、 牛に は 休養の 時が 来る。 馬に は、 

其がない。 牛の※ 〔# 「牛+ 子」、 287-S が 生れる と、 其 

足形 を 濡れ 紙に とって、 入り口の 上に 貼る。 既に 祓へ 

の すんだ、 牛ば かり ゐる標 である。 悪霊の 入り 来て、 

※ 〔# 「牛+ 子」、 287-2 を 犯す 事 を 避けた ので ある。 牛 

は、 水に 縁の 濃 やかな 獣で ある。 土用 丑の 日 を 以て、 

形式に でも、 水に 浸らねば ならなかった。 淵 や 滝壺の 

主に、 牛の 説かれて ゐる処 も かなりに ある。 

馬に も、 やはり 川 入りの 日が あった。 其 為に、 馬 も 亦、 



日 吉の使 はしめ の 猿 は、 水の 良否 をよ く 見分ける。 湖 

水 近くお りて 居て、 水 を 見て 居る。 そして、 最浄ぃ 水 

の 到る の を 待って、 神に 告げて、 神の 禊ぎ をと り 行 ふ。 

かう した 信仰から、 悪い 水 や、 水の 中に 邪悪の 潜んで 

居る 事 を も、 よく 悟る とせられた。 此考 へから、 屋敷 

の 水を讃 める の を 中心に した、 庭の ことほぎに は、 猿 

が 出て 来る 様になった。 其から 拡 つて、 屋敷. 建て 物 

の 祝福 や、 屋敷に 入り 来る 邪悪 • 疫癘 退散の 為に も、 

猿 を 舞 はせ る 風 を 生じた。 

馬の 脊に 跨った 神 を 観じた の は、 何時頃 からか、 細か 

な 事 は 知れぬ が、 古代 日本で は、 神の 畜類に 乗る 事 は 



神と 考 へられる 様になった 水の 神な ども、 馬 を 欲しが 

つて 居た。 其で、 水に 近よ る 馬 を 取らう とすると 言 ふ 

風に、 推し 当てに、 神. 精霊の 心を考 へた。 此が、 河 

童の 馬 を 引き こまう として、 失敗した 話の種で ある。 

さう して、 人間に 駆使 せられる 河 伯と 結びつけて、 命 

乞 ひに 誓文し、 贄を献 り、 秘法 を 知らせる と 言った 説 

明 をつ けたので ある。 

えんこ • えんこう は、 猿猴 から 出た と 言 ふ考へ は、 誰 

しも 信じ 易い 考 へなる が 為に、 当分 動す 事 は 出来さう 

もない。 だが、 何の 為に わざ/ \ さる を 避けて、 耳遠 

い 音 を択ん だの か、 私に は 判断が つかない。 或は 



井子 .yr など 言 ふ 類例から 推す と、 「井の 子」 から 出 

たもの が、 聯想で、 猿猴其 ま、 「ゑんこう」 とも 発音 

したの かも 知れない。 

若し 又、 ゑんこう を 猿 猴に違 ひない とすれば、 水 を 守 

る 神 猿 を、 やがて 水の 精霊と 見て、 猿即 河童と して、 

水界に 多く ゐる方 を ゑんこうと 言 ひ 別け たと もとれる。 

馬 曳き猿 を、 河童の 変形と する 事 は、 猿と ゑんこうと、 

関係の 説明 はついても、 まだ/ \ 出来ない。 唯、 此護 

符を 貼って、 馬の 災厄 を 除く ことの 出来る ものと した 

原因 だけ は、 わかった と 思 ふ。 馬術の 家の 伝へ とても、 

やはり 猿曳き や、 馬曳き 猿の 信仰 を 述べた 神人 等の も 



きりして ゐ るの は、 龍宫 とい ひ、 河童. 狐 を 言 ふ もの 

である。 狐で、 V もなければ、 そんな 不思議 は顕 されな 

いと 考 へたの は、 水に 縁の ない 山野の 塚に は、 時々 狐 

の 出入りす るの を 見かける ことの ある 為で ある。 

今 も ある こと だが、 昔 ほど 激しかった。 一年に 一度、 

数年に 一度の 客ぶ る まひの 為に、 何十 人前 かの 木 具 を 

揃へ て 蔵して 居る 家が 多かった。 中には、 一代 一度な 

ど 言 ふの さへ、 上流社会に はあった ものである。 此話 

の、 さう 近代 出来で ない 様子から 見ても、 小 まへ 百姓 

などが、 木 具の 膳 椀で、 客 をす る 夢 も 見なかった 頃に 

も 既にあった らしい こと は、 鑑定が つく。 其で は、 そ 



の 前の 漆塗りの 木 具の なかった 時代に は、 此話 はな か 

つた かと 言 ふと、 其 頃 相応な 客席の 食器 を考 へて ゐた 

事も考 へられる。 だが、 其から 溯る と、 此が 伝説で な 

く、 生活 そのものであった 時代に 行き 当る。 

平安朝 以後の 公家 生活に は、 時々 行 はれる 大 響な ど が 

大事 件であった。 高官が 昇進す ると、 一階 上の 上官 を 

正客 (尊者と いふ) として、 大規模な 饗宴 を 催した も 

ので ある。 其 夕方、 尊者 来臨の 方式が やかましかった。 

宴席の 様子が 又、 不思議な ものであった。 まるで、 神 

祭りの 夜に、 神を迎 へる 家の 心持ちが 充 ちて ゐた。 私 

は、 日本の 宴会 は、 都が 農村であった 時代から、 大し 



た 変化 もな くひき 続いた もので、 すべて は、 神の 来る 

夜の 儀式 を、 くり 返して ゐ たものと 信じて ゐる。 

饗宴 用の 食器に 違 ひない 朱 器 (盃) • 台 盤 (膳) を、 何 

よりも 大切な 重宝と したの は、 藤 原 家であった。 大き 

ゥヂ 力 ミ 

な 藤 原 一族の 族長た る 氏の 上の 資格 は、 此 食器の 所在 

によって 定まった ので ある。 宮廷に おける 三 神器の 意 

義に 近い 宝だった ので ある。 此は、 藤 原 良 房の 代に 作 

られ たもの だと 言 ふ。 私 は、 其 時 を 食器の 歴史に 革命 

があって、 古い 物 を 改修した 時 だと 考 へて 居る。 何に 

しても、 食器に さう した 意義の 生じた の は、 氏の 上の 

条件と し て 必行ふ ベ き 饗宴が あ つたこと を 暗示して ゐ 



由 を、 時 をき めて、 水の 精霊から 借り出す と考 へた 事 

実に 即した 想像と、 逆に 精霊の 助力 を 受けた 者に 考へ 

易い 最後の 破綻の 聯想と が、 同時に 動いて 来る。 さう 

して 其 中間に、 器具 紛失 • 損傷の 古い 記憶が 蘇って 来 

て、 伝説ら しい 形が 整 ふ。 すると 又、 紛失と する より 

も、 神 • 精霊 を 欺く 人間の 猾智の 型で 説明す る 合理 欲 

が、 此話 を、 一層 平凡な 伝説の 形に、 整頓して 了った 

ので ある。 

金の 網 かゝれ とてし も 波の 月 (信 章) 

河童の 生け どり 秋 を 悲しむ (同) 

うそ 噺 聞けば そなた は 荻の 声 (桃 青) 



地獄の ゆ ふべ さう も あらう か (章) 

飛ぶ 蛍 水 は 却って 燃え 上リ (青) 

熊手 鳶宫勢 多の 長 橋 (章) 

釣瓶と り龍宫 まで も 探 すらむ (青) 

亀は忽 下女と 現れ (章) (江戸 両吟 集) 

河童の 聯想が 尚 きれないで、 四 句 隔てた 勢 多の 長 橋に 

剌戟 せられて 復活して ゐる。 釣瓶と りの 句 も 其 だ。 亀 

の 下女 も 其 だ。 た > 河童の 下女 を 逃げた > け である。 

私 どもから 言 は せれば やっぱり 打ち 越しで ある。 

五 頭の 皿 



何の 意味 を も 失うて はゐ るが、 皿 を 数へ るら しい 文句 

である。 皿 数への 文句と して は、 「嬉遊 笑覧」 に 引いた、 

土 佐の 「ぜ V がこう」 の 文句が、 暗示に 富んで ゐる。 

ムカヒ 力 ハラ 力 ハラ ケャケ 

向河原で、 土器 焼ば (ャキ ハ？) 

いっさら、 むさら、 な、 さら、 やさら。 

やさら 目に 遅れて、 づ でん どつ さり。 

其 こそ 鬼よ。 

簑 着て 笠 着て 来る ものが 鬼よ。 

此唄を 謡 ひながら、 順番に 手の甲 を 打つ。 唄の 最後に、 

手の甲 を 打 たれた 者が、 鬼になる。 かう いふ 風に 書い 

て、 此が 世間の 皿 数への 化け物の 諺の 出処 だら う、 と 



るの は、 とりわけ 民謡の 場合、 危険で ある。 だが この 

唄で は、 今昔に 俤を 残した もの、 方が 古くて、 皿 数へ 

の 方が、 其 系統から 変化した もの、 と 思うて よい 様で 

ある。 皿 数への 唄 一個が 因で、 果して 皿 数への 妖怪 を 

考へ 出した であらう か。 少々 もの 足らぬ 感じが する。 

尊敬す る 喜 多 村 氏の 為に、 其 仮説 を 育て ゝ 見たい。 

「いっさ や むさ や」 時代に は、 大体 皿の 聯想の なか 

つた もの、 と 見て よから う。 さう すれば、 皿 数への 妖 

怪 にも、 交渉の ある はずがない。 ^^が^^と なり、 

3y が 五、 ^が 六の 義だ、 と 解せられ ると、 「な、 さら 

スグ 

やさら」 と、 形の 展開して 行く の は、 直で あらう。 皿 



女が 仕へ に 行った 民俗 を、 拗れさせ たので ある。 田 や 

海 河の 生贄 となった、 処女の 伝説が 這 入り こんで 来る 

と、 切り こまれた の は、 若い 女。 皿 を 数へ る 原因 は、 

一 枚 を 破る か、 紛失した からだと 説く。 皿 を 破った か 

らして、 必 しも、 くり 返し /\ 皿 数へ をす る わけ もな 

い。 数と り をせ ねばならぬ 理由 は、 元の 河童に あった 

の を、 唯 引きつい だに 留 つて ゐる。 

平 戸に は 又、 こんな 伝へ もあった。 ある 大きな 士 屋敷 

に、 下女が 居た。 皿 を 始末 させたら、 一 枚と り 落して 

破った。 主人が 刀 を 抜いて 切りつ ける と、 女 は 走って 

海へ 飛び こんだ。 其 姿 を 見れば、 河童で あつたと いふ。 



此話 は、 皿 を 落す のが、 女 河童であって、 其から 直に、 

若い 女に 転化した、 ときめて 了 ふ 事の 出来ない 乏しい 

例 だが、 形 は 単純で ある。 子供の 頭の 頂 を 丸く 剃り、 

芥子 坊主に する の は、 水の 神の 氏子なる 事 を 示して、 

とられぬ 様に する ので ある。 同様にが つ そ 或はお かつ 

ぱと言 ふ 垂髪 も、 河童の 形で ある。 此方 は、 頂 を 剃ら 

ない。 皿の 隠れて 居る 類の 形と 見た ので あらう。 

鬼 事 遊びの 中には、 子供 専門の 鬼 を、 中心に して ゐる 

事が 多い。 かくれんぼうな ども、 隠れん坊 ではない か 

も 知れぬ。 薩 • 隅 • 日の 三国に 共通した^ T と 似た 形 

に、 かぐれ と 言 ふ 河童の 方 言が あ る 。 其 以前、 もっと 



広く 行 はれた 時分、 「かくれん 坊」 の 語根と なった ので 

はない か。 

目隠し を 言 ふめな しち ご • めな しどち など も、 目な し 

子 鬼の 義 であらう。 ^^はみ づ ちの 系統の 語で あり、 

ちご も、 河童 或は 河童の 好物し リ こだま を 意味す る、 

福 岡辺の 方言で ある。 河童の 外に も、 も、 んぐゎ • 别 

ごじ . 子と ろ • めかこう など 言 ふの がゐ る。 

六 河童の 正体 

世間に 言 ふと ほり、 一 口に 河童と して、 混雑 を 避けて 



力 ハフ a 

来たが、 所謂 河童と 謂うた 姿の 河太郎 • 河童の 姿 を、 

標準と 見做して おいた。 だが 其 外に、 河童と 言 ふに 不 

適当な 姿 をした ものが あるので ある。 

あんなに、 馬の 護符 を 出す 津島 神社の 四方、 かなり 広 

い 範囲に 亘 つて、 河童 は 居ない。 みづ ち 一 類の 語が、 

用ゐら れてゐ る。 大抵、 鼈 を 言 ふやう である。 飛び 離 

れた処 々にも、 この 語 を 使 ふ 地方で 著しい 事 は、 ^ 

3 • みん つち. めどち • ^^など 言 ふが、 大抵 水の 主 

の 積り で、 村人 は畏 がって ゐる。 殆、 人間の 祈願な ど 

聞き分ける 能力の ある もので はない。 近づく 人 をと り 

殺す と 言 ふ、 河童の 一 性 晴を瞒 へて 居る ばかりで、 大 



抵 その 正体 は、 空想して ゐる 場合が 多い。 だからみ づ 

お は、 必 しも、 一定した 動物 を 言 はない 様で ある。 み 

づち 信仰の 最高 位に ある、 山城 久 世の 水 主 (ミ ヅシ) 

神社の 事を考 へて 見たい。 元来 地方々々 に、 自然に 生 

じたと 見る よりも、 此 社の 信仰の、 宣布 せられた 事 を 

考 へる 方が、 正しい らしい。 だが 今では、 みづ ちに は、 

祠の ある 物す ら尠 い。 みづ ち の 中に も 含まれて ゐ る 鼈 

の 類 は、 又、 どんが め • どんが す • ^^など 謂 ふ 別の 

語で、 はっき リ 区別して 示されて ゐる。 

みづ てんぐ . みづ てんな ど は、 土 佐に 盛んに 用ゐ られ、 

又 今 も 盛んに 活躍して ゐ ると せられて ゐる。 正体 は、 



も ある。 此も、 水 主神と 同じく、 其 信仰 を、 宣伝々 播 

した 時代が あつたの である。 私の 観察す ると ころで は、 

奈 良の 都よりも 古く、 穴師 神人が、 幾 群 ともなく 流離 

宣教した。 その 大和 穴師兵 主神の 末で ある。 播州. 江 

州に 大きな 足 だまり を 持って 居た。 北 は 奥州から、 西 

は 九 国の 果てまで、 殆、 日本 全国に 亘 つたら しい 布教 

の痕 は、 後世 ひどく 退転して、 わけ も わからぬ 物に な 

つて 了うた ので ある。 
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